
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

●学力の向
上

〇「自ら学習に取り組もう
とする姿」を目指した「楽し
い」を実感できる授業の実
践

〇学習を「楽しい」と回答した児童80％以上
〇「学校の授業内容がよく分かる」と回答した児童
90％以上
○検証授業、オープンウィークでの授業公開及び授業
参観を積極的に行ったと回答した職員100％

・学期ごとに検証授業を全職員１回以上実施する。
・学期ごとにオープンウィークでの公開授業を全職員１回以上実施する。
・学期ごとにオープンウィークでの他の学級の授業を全職員３回以上参観す
る。

B

・授業力向上に向け、外部講師を招聘して２回の研修を実施した。授業作りの参考となったと回答した
職員100％であったことは、89％の児童が「学習を楽しい」、93％の児童が「学校の授業内容がよく分
かる」と回答した結果に繋がっていると考えられる。更に授業改善を図り、最終評価において、「学習を
楽しい」と回答した児童90％以上、「学校の授業内容がよく分かる」と回答した児童95％以上を目指
す。
・新しい研究テーマでスタートしたばかりなので、オープンウィークや検証授業などの十分な実施まで
は至らなかった。今後、前期の積み上げを生かし、検証授業及び、オープンウィークを充実させ、授業
公開及び授業参観を積極的に行っていく。

A

・中間評価の振り返りを生かし、全学級担任が計画に沿い、オープンウィークによる授業公開及び授業
参観、検証授業を実施し、積極的に授業改善に取り組むことができた。
・児童アンケートの結果は、学習が「楽しい」と回答した児童95％、「分かる」と回答した児童96％であ
り、目標を達成できている。
・児童の回答からも、今年度の取組は、指導力及び学習欲の向上に繋がったと評価できる。更に、今
後は、進級を見据え学年末の積み上げを丁寧に行っていく。

A

・学校が「楽しい」「分かる」の回答95％以上は、児童も先生方も充実した学校生活ができていると思い
ます。
・職員が、楽しくて分かる授業を実践しているので、学習は楽しい且つ学習内容が十分理解できると、
ほぼ100％の児童が回答している。また、保護者も授業参観等で学力の向上を果たす教育活動が展
開されていることを理解しているので、素晴らしいの一言である。着実に「確かな学力」が付いているこ
とと思う。

やる気部

●児童生徒が、自他の生
命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○友だちの良いところを言うことができる児童
80％以上
○心のめあてを具現化する学級経営ができたと回
答した職員90％以上。

・各クラスで、きらりタイムなどの友だちの良さを伝え合う時間を設け、一
人一人の良さを学級全員で共有できるよう努める。
・年間２回の人権集会を活用し、人権尊重の意識醸成を継続して行う。

A

・各クラスで友だちの良さを伝え合う時間を設けたことで、一人一人の良さを学級で共有でき、友だち
の良いところを言える児童が増えてきた。今後も取組を続けていきたい。
・各学級で「心のめあて」を作ることはできた。今後は、自分の行動を振り返るために「心のアンケート」
を活用していく。 A

・帰りの会や人権集会、道徳の授業等で友だちの良さを伝え合う時間を設けたことで、友だちの良いと
ころが言える児童が94％になった。
・心のアンケートを活用して、心のめあての振り返りができ、心のめあてを具現化するような取組ができ
た職員が100％だった。来年度は、心のめあての振り返りの回数を増やしていきたい。 A

・難しい「心の教育」達成度全てAは、校長先生はじめ先生方の指導のおかげかと思います。
・児童が、友達の良さを伝えあう時間などを各学級で設けて、一人一人の良さを学級全員で共有でき
るようになっている。
・「心のアンケート」を活用して、具現化が図られていることはすごいと思う。 優しさ部

●いじめの早期発見、早
期対応に向けた取組の充
実

〇「学校は楽しい」と回答した児童90％以上
○児童の様子を注視したり、児童と積極的に話を
したりして、いじめや児童が抱える心の問題の早
期発見に努めたと回答した職員100％

・職員連絡会の中で、児童の情報共有を密に行い、組織的に対応する。
・いじめアンケートを年１回、心のアンケートを年６回実施し、いじめの早
期発見に努める。
・教育相談週間を年２回設け、アンケート等を基に児童と担任が話をする機
会をつくる。 B

・毎週の職員連絡会で児童の情報を共有することで、複数の目で見ることができ、「学校が楽しい」と答
える児童が多かった。
・いじめアンケートや心のアンケート、教育相談週間を実施したことで、いじめや児童が抱える心の問
題の早期発見と早期対応につなげることができた。今後も継続して行っていく。

A

・職員は、関係児童への聞き取りやサポートを行い、全職員でいじめに対応したことで、「学校が楽し
い」と回答した児童が93％まで増えた。
・いじめアンケートや心のアンケート、教育相談週間を実施したことで、いじめ等の早期発見、早期対
応につながった。

A

・今後も「いじめアンケート」継続してください。
・いじめは早期発見、早期対応が不可欠である。今後も、情報を共有し、組織的な対応をしながら細心
の注意を払って、児童の様子を見守ってほしい。そして、学校や学級が楽しいと思える児童を増やして
ほしい。

優しさ部

●児童生徒が夢や目標を
持ち、その実現に向けて
意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童90％以上
○児童の良い所を認めていると回答した職員100％
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童90％以上
○学級目標や個人の目標に対する振り返りを実施
したと回答した職員100％

・児童の良い所を褒めたり、頑張りを認めたりするよう努める。
・児童と一緒に作成した学級グランドデザインを活用し、随時振り返りをし
ながら目標達成に向けて取り組む。
・毎学期の個人目標を設定し、学期中間と学期末に振り返る機会をつくるこ
とで、自分自身の取組状況を考える機会を設ける。 B

・職員が様々な場面で、児童のよさや頑張りを見つけて声をかけることができ、94％の児童が「先生は
よいところを認めてくれている」と答えた。ほめて伸ばす取組を今後も続けていく。
・学級グランドデザインについては、前期終了までに振り返りをするとともに、生活や学習についての目
標の見直しを行い、目標達成を目指す。
・個人目標の中間振り返りはできなかったが、学期末に振り返る機会を設ける。 A

・全職員が児童の良いところをほめることから始めることができた。良いところを認めてくれると感じて
いる児童が94％となり、児童の自己肯定感も高まっている。今後も続けていきたい。
・学級グランドデザインの振り返りをし、自己の目標を見つめ直し再設定を行ったことで、自分の目標
や夢にチャレンジしている児童が増えた。

A

・職員が児童の良い所を認めて褒めて伸ばす教育が実践されていることはとても素晴らしい。
・更に将来の目標や夢をもってチャレンジしていく児童の育成を目指してほしい。

優しさ部

●「運動習慣の改善や定
着化」

●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で
420分以上の児童70％以上
●運動習慣の改善や定着化を目指す職員100％

・縦割り班活動の「さわやかタイム」年11回を計画実施し運動の習慣化を図
る。
・縄跳び週間やマラソン週間を設定し、基礎体力の向上を図る。
・運動委員会による運動遊びのイベントを開催し、児童が運動を楽しんだ
り、運動に親しんだりすることができる機会を保障する。
・体育の授業や外遊びを通して、運動のもつ特性や楽しさに触れさせること
で、運動に対する関心を高める。
・晴れている日はできるだけ外で遊ぶように放送や校内での声かけ等を行
う。

A

・運動に対する関心を高めるために、体育の授業や外遊びを通して、運動の持つ特性や楽しさに触れ
させたり、晴れている日はできるだけ外で遊ぶように児童に対して放送や校内での声かけ等を行った
りしたことで、授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で420分以上の児童(５・６年生)が79％
だった。今後も、全職員が校内で児童に声掛けをしていけるように、連絡会や放送で周知していく。
・後期は、体育的行事や縦割り活動での運動の習慣化を図ったり、運動委員会による運動遊びのイベ
ントを開催したりして、児童が運動を楽しんだり親しんだりすることができる機会を保障する。

A

・前期は、梅雨や猛暑の影響で十分な運動機会の保証ができなかったが、後期は、「８の字跳び記録
会」「ドッジビーボール大会」「マラソンRUNRUN週間」「縦割り駅伝大会」などの活動を運動委員会の児
童とともに計画実施したことにより、定期的に児童が運動を楽しんだり親しんだりすることができる機会
を保障でき、児童の運動の習慣化を図ることができた。
・運動に対する関心を高めるために、体育の授業や外遊びを通して運動のもつ特性や楽しさに触れさ
せたり、後期は20回以上放送等で呼びかけたりしたことで、進んで運動をしたり体を動かす遊び(外遊
び)をしたりした児童は88％となった。また、運動習慣の改善や定着化を目指す職員は100％だった。

A

・運動が苦手な児童もいると思うが、今後も運動に対する関心を高めさせるような体育の授業展開や
外遊びを奨励してほしい。
・趣向を凝らした体育的行事が行われていて、児童が運動を楽しんだり、運動に親しんだりして、とても
良い事だと思う。

元気部

●「健康を考えて行動でき
る能力の育成」

●「健康は何よりも大切だ」と答えた児童90％以上
●健康を考えて行動できる能力の育成を目指す職員
100％
○養護教諭と連携して保健の授業や健康に関する指
導を行ったと回答した担任（１～６年）100％

・丈夫な体づくりの一環として春遠足を実施する。
・毎日歩いて登下校することの意義について全校集会や集団下校の際に話し
たり、現状を振り返ったりする。
・学級担任と養護教諭が連携して保健の授業や健康に関する指導を行う。

A

・学級担任と養護教諭が連携して保健の授業や健康に関する指導を行う職員は100％だった。今後も
適宜続けていく。
・年度初めに「歩いて登校することの意義」について指導をしたことで、91％の児童が毎日歩いて登校
することができている。
・集団下校での振り返りが１度しか実施できなかったので、帰りの会等で振り返りをさせ、現状を放送
で知らせることで、歩いて登校する意識を高めていく。

A

・感染症や熱中症予防、毎日歩いて登校することの意義など、集団下校の際の振り返りや日々の話の
中で、丈夫な体づくりの一環として指導したことで、91％の児童が毎日歩いて登校することができてい
た。
・健康診断の結果を基に、治療の大切さや健康な体づくりの必要性について全学年で保健指導を行っ
たり、保健便りを通して啓発したりすることができた。
・目や歯、姿勢、手洗いの指導など、発育測定や感染症が拡大する時期に合わせて指導を行い、健康
について理解を促すことができた。自然と「手洗いの歌」を口ずさむ児童の姿が見られるようになった。
・学級担任と養護教諭が連携して保健の授業や健康に関する指導を行った職員は100％となった。

A

・91％の児童が毎日歩いて登校していると回答しているが、実際はもう少し減るのではないかと思う。
更に歩いて登校することの意義を指導してほしい。
・「健康は何よりも大切だ」と回答した児童が95％もいたことは素晴らしい。職員の指導の賜物だと思
う。

元気部

●「望ましい生活習慣の形
成」

●望ましい生活習慣の形成を目指す職員100％
〇「早寝・早起き・朝ご飯」ができている児童85％以上

・食育授業、食育月間の取組、掲示物、きらめきタイムを通して、「早寝・
早起き・朝ごはん」の大切さについて周知する。
・生活カレンダーを活用し、自身の生活について振り返らせることで、児童
の意識付けを図る。
・保健便りを通して「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さや児童の実態につ
いて保護者に伝え、保護者の意識を高める。
・食育月間のときに、チェックシートやアンケートで児童の実態を把握し、
指導に生かす。

B

・食育月間では、チェックシートで「早寝・早起き・朝ごはん」の意識づけを行ったり、アンケートを取り結
果を掲示してフィードバックしたりすることで、82％の児童が「早寝・早起き・朝ごはん」ができていると
答えている。
・今後は日々の生活カレンダ―を活用しながら、掲示物の工夫、保健便り等を通して、全職員でより一
層望ましい生活習慣の形成を図っていく。
・健康診断の結果を配布し、保健便りで健康についての理解を促すことができ、健康な体作りの必要
性を感じさせる指導を行う職員が88％であった。今後は、健康にちなんだ日に併せて健康に関する情
報を発信し、さらに健康への意識を高めていく。

A

・給食センターの栄養教諭と連携し、全学年で食育授業を実施できた。
・掲示物の工夫、きらめきタイムでの発表、生活カレンダーの活用を通して、78％の児童が「早寝・早起
き・朝ごはん」を心がけて生活することができた。
・保健便りでは「早寝・早起き・朝ごはん」と関連して、規則正しい生活習慣についても保護者に伝え、
家庭への啓発を行うことができた。
・食育月間では、「早寝・早起き・朝ごはんチェックシート」やアンケートを活用したことで児童・保護者の
関心が高まり、96％の保護者が学校の取組に対し肯定的に理解を示した。
・毎月初めに食育目標などの放送を児童に向けて行い、よりよい生活習慣・食習慣の定着に向けての
取組ができた。
・望ましい生活習慣の形成を目指す職員が100％だった。

A

・望ましい生活習慣の形成を目指して、栄養教諭と連携した食育の取組は素晴らしいと思う。ただ、「早
寝・早起き・朝ごはん」を心掛けている児童が80％前後である。96％の保護者が学校の取組を肯定的
に理解しているようだが、もっと周知徹底させる必要がある。

元気部

●業務効率化の推進と時
間外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守できるよう業務や週時程の見直しを行い、45
時間以内の職員100％
●年間20日の年次休暇のうち、職員１人当たりの年次
休暇の取得日数14日以上

・職員掲示板やマチコミメールを活用することで会議の時間を削減し、教材研究等
の時間確保を図る。
・余剰時数の見直しを行い、放課後に教材研究や学級事務等ができる時間を確保
する。
・長期休業の業務や研修の見直しを行い、年次休暇を取得しやすい環境を整え
る。

A

・４月から８月までの時間外在校等時間について、管理職を除いた平均時間が20.1時間で、目安の45
時間を大きく下回っている。また、45時間を超過したのは教頭のみとなっている。
・年度当初に校時程の修正や余剰時数の見直しを行うことにより、職員の放課後の作業時間を確保す
ることができている。
・１月から８月までの年次休暇について、県費負担職員の平均が１月あたり10日11時間となっている。
個人によって多寡はあるが、今後も積極的に年休を取得できるように環境を整えていく。

A

・９月から１月までの時間外在校時間について、管理職を除いた平均時間が20.3時間、管理職を含め
ても22.4時間で、後期も目安の45時間を大きく下回っている。10月は運動会もあり、全体の時間外在
校時間が長くなる傾向があるが、想定内と言える。
・教務主任を中心として授業時数や授業進度を見ながら余剰時数の調整を行うことで、放課後の作業
時間の確保につながった。
・県費負担職員の年次休暇取得の年間平均が12日7時間30分で、目標の14日に達することができな
かった。長期休業中の研修や行事を工夫することで。今後も年次休暇の取得率が上がるよう、さらなる
働き方改革を進めていきたい。

A

・近頃、ブラック企業とも言われている「学校の先生」、大変かと思います。
・時間外の削減や年次休暇の有効活用を、校長先生の指導でよろしくお願いします。
・数年前までは考えられないような業務効率化の推進が行われていて感心している。それにより、時間
外在校時間がかなり削減されている。また、年次休暇取得も進んでいる。

管理職

〇自己の働き方に対する
意識改革の実現

〇自己の働き方に対して振り返ったり、働き方を工夫
したりしようとしている職員100％

・業務に係る時間の使い方について、職員会議の際に振り返ったり、業務に対す
る優先順位を考えたりすることにより、自身の働き方について見直しを図り、効率
的な業務の在り方へとつなげる。
・各自の働き方の工夫について、長期休業前に情報交換を行い、望ましい働き方
について考える機会とする。 A

・自己の働き方に対して振り返ったり、働き方を工夫したりしていると肯定的に回答した職員が91％
だった。
・職員それぞれが自身の業務に関して優先順位を考えて取り組んだり、協働しながら進めたり、ICT等
を活用して効率化を図ったりする姿が見られる。
・夏休み前の反省においても、各自が効率的な働き方を意識していることが記述されており、全職員で
共有することができた。

A

・自己の働き方に対して振り返ったり、働き方を工夫したりしていると肯定的に回答した職員が100％に
なるなど、職員の意識が高まっている。
・働き方の工夫について、ICT活用のアイデアや、教材研究の仕方等について職員同士で情報共有す
る姿が見られるようになった。職員アンケートでも肯定的な回答が100％であった。

A

・自己の働き方を工夫したり、ICT等を活用したりして効率化を図っていることは素晴らしい。
・働き方改革によって、今までと違いリフレッシュができ、シンキングタイムが増え、先生達の指導方法
が子どもたちによい影響を与えたように感じました（指導者に余裕ができ、そのことによって子どもたち
にも素晴らしい影響があったようです）。そこには、新たな方法で、新たな学校運営方法を見出し、学習
し、成果につながった感じを覚えます。 管理職

●特別支援教
育の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援教育に関する研修等を生かし、日々の
教育活動で実践したと回答した職員100％
○特別支援学級や通級教室の授業を参観したと回
答した職員100％

・特別支援教育に関する研修、ケース会議、巡回相談員や専門機関からの助
言等を通して教職員の知識・理解を深め、教育実践に生かす。
・オープンウィーク等において支援学級や通級教室の授業参観を行い、特別
支援学級在籍児に対する理解を深める。 B

・事前に通常学級の困り感のアンケートを取り、教室内での実態を知りながら、研修にのぞんだこと
で、100%の職員が特別支援教育に関する知識・理解を深め、教育実践につなげることができた。
・オープンウィークの計画を立て実践できたが、参加は難しかった。後期は、呼びかけによる周知や参
観できうるような体制の工夫をし、全職員が特別支援学級在籍児に対する理解を深められるように改
善する。

A

・学習指導、支援に関する研修や個別の指導計画に関しての研修を行ったり、巡回相談の際の助言を
全職員で共有した結果、特別支援に関する知識・理解を深められた職員が100％であった。
・オープンウイークや検証授業等で特別支援学級や通級教室の授業を参観した職員が100％で、困り
感のある児童への支援の在り方など実践敵な教育を深め、指導力の向上につなげることができた。 A

・以前より特別支援学級や通級教室が増えて、特別支援教育の充実が図られていることは、とてもい
いことである。

優しさ部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

〇ふるさとの資源を積極
的に活用した教育活動の
推進。

〇「学校は、地域と一体となった多様な体験活動等に
積極的に取り組み、子どもの豊かな心を育んでいる」と
回答した保護者や学校関係者90％以上
〇地域やPTA等と連携した学習活動を年間２回実施し
たと回答した職員100％

・地域の各種関係団体やPTAと連携し、総合的な学習の時間を中心に、他の教科
においても地域資源（ヒト・モノ・コト）を活用した学習活動を年間２回は設定する。

A

・職員アンケートでは、肯定的な回答が80％であった。
・３年生以上では地域資源を活用した学習活動を行い、地域の方にご指導いただきながら学習を進め
ることができている。一方、低学年は生活科の町探検等で地域を知る活動を行うことができた。

A

・地域資源の活用に関して、職員アンケートで肯定的な回答が92％となり、中間評価の際よりも12ポイ
ントも増加した。
・各学年、総合的な学習の時間を主として、地域資源の活用を意図した取組が定着してきていると言
える。
・公民館とも連携し、古枝地区の各種団体の協力を得ながら体験活動を行うことができた。

A

・古枝の各種関係団体やPTAと連携した教育活動が推進されていることはとてもいいことである。
・古枝小学校らしく、地域と連携した教育活動が確立されていると感じる。
・担任の先生の交代時は大変だと思うが、引継ぎを行っていただければ、よりスムーズに活動を協力
できると思う。 管理職

◎ふるさとを愛し、ふるさと
を大切にする子どもを育て
る教育活動の推進。

◎「古枝や鹿島市の良いところを知っている」と回答し
た児童90％以上
〇ふるさとの良さに目を向けられるような学習活動を
積極的に実施したと回答した職員100％

・総合的な学習の時間や生活科等の学習において、ふるさとの良さに目を向けら
れるような授業づくりを行う。
・昨年度までの体験活動を継続し、ふるさとの良さを感じられるようにする。

A

・児童アンケートで、地域の良さを知っていると肯定的に回答した児童は83％だった。
・職員アンケートで、地域の良さに目を向けられるような授業づくりを行っていると肯定的に回答した職
員は88％だった。
・今後も意図的な学習活動を継続して行い、地域の良さを感じられるような授業づくりを行っていく。 A

・児童アンケートで、地域の良さを知っていると肯定的に回答した児童が84％と、微増した。
・職員アンケートで、地域の良さに目を向けられるような授業づくりを行っていると肯定的に回答した職
員は100％だった。
・担任が替わるごとに体験活動等への取り組み方が変わるので、次年度への引継ぎを確実に行い、愛
郷心を育む活動を継続したい。

A

・県や鹿島市、古枝の良さを知っていると回答した児童が84％であり、90％に届かなかったのが少し残
念である。
・情報共有を今後ともよろしくお願いいたします。
・地域と一体となった体験活動は、必ず将来に活きてくるかと思います。先生方は大変ではございます
が、「古枝大好き」人間を育ててください。今年度も地域と一体となった活動ができました。ありがとうご
ざいました。

管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

○地域と共に創る
学校づくりの推進

学校名 鹿島市立古枝小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つ
くり

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推
進

具体的取組

具体的取組

主な担当者

主な担当者

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全職員による共通理解のもと、「『分かる・楽しい』を感じられる授業改善」を意識することを柱に、校内研を個人研究にするなど新たな取り組みなどを行いながら実践を重ねることができた。しかし、一斉指導以外の指導方法についての研修や実践の積み重ねも課題として残ったので、現状の分析や解決策の検討などを行うとともに、先進校の実践事例や講師を学んでの研修などを行い、職員一一人が研鑽に励みながら、全職員で共通実践に努
めていきたい。
・気になる児童やいじめ事案等については、小さな事案も丁寧に取り上げ、職員間での情報共有を迅速かつ密に行い、組織的に対応することができた。さらに、必要に応じて外部機関とも連携しながらケース会議を行って対応策を検討することもできた。今後もこれらの取り組みを継続し、心の教育の充実を図っていきたい。
・校時程の変更をおこなったり、業務の見直しをおこなったりすることで働き方改革も進めていくことができた。今後も働き方改革の目的を学校・家庭・地域で共通理解しながら業務改善を図っていきたい。
・愛郷心の育成という点では昨年度と比べてもポイントが向上した。地域と連携した学習に取り組んできた経緯を大事に引継ぐとともに、各学年の総合的な学習、生活科、社会科等の年間計画の見直しを行いながら、今後も地域と連携した教育活動を展開していきたい。

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員による共通理解のもと、「授業改善を意識すること」を柱に新たな取り組みなどを行いながら実践を重ねることができた。しかし、まだ問題も山積しているので、現状の分析や解決策の検討などを行うとともに、職員一人一人が研鑽に励みながら、全職員で共通実践に努めていきたい。

・もう一つの柱である「人権意識の醸成」については、人権集会・人権週間において外部講師を招いて職員と児童が一緒に勉強できる機会を作ることができた。また、気になる児童やいじめ事案等については職員間での情報共有を迅速かつ密に行い、組織的に対応することができた。さらに、必要に応じて外部機関とも連携しながらケース会議を行って対応策を検討することもできた。今後もこれらの取り組みを継続し、心の教育の充実を図っていきたい。

・校時程の変更をおこなったり、業務の見直しをおこなったりすることで働き方改革も進めていくことができた。今後も働き方改革の目的を学校・家庭・地域で共通理解しながら業務改善を図っていきたい。

・愛郷心の育成という点では課題が残った。地域と連携した学習に取り組んできた経緯からすると、各学年の総合的な学習、生活科、社会科等の学習の取り組みにおいて改善すべき点があるのではないかと考える。

２　学校教育目標 かがやけ！「古枝スピリッツ」～”やる気・優しさ・元気”いっぱい

３　本年度の重点目標
①【やる気】「確かな学力」の向上を果たす教育活動を推進する。　②【優しさ】「豊かな心」を育む教育活動を推進する。　　③【元　気】健康安全な生活を送り、体力の向上を果たす教育活動を推進する。

④【特色ある学校】地域と共に創る学校づくりを推進する。　　　　⑤【働き方改革】働き方改革を推進する。

最終評価 学校関係者評価

重点取組 中間評価 最終評価

中間評価


